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1 新規就農者支援 農林畜産課 … 1

2 農業経営力向上支援 農林畜産課 … 1

3 農業後継者対策 農業委員会 … 1

4 地域担い手経営活性化支援 農林畜産課 … 2

5 おいしい十和田野菜の健康な土づくり 農林畜産課 … 2

6 環境保全型農業支援 農林畜産課 … 2

7 農地集積の推進 農林畜産課 … 3

8 新規認定農業者支援事業 農林畜産課 … 3

9 スマート農業技術導入支援事業 農林畜産課 … 3

10 地産地消の推進 とわだ産品販売戦略課 … 4

11 とわだの逸品開発 とわだ産品販売戦略課 … 4

12 十和田ブランドの定着 とわだ産品販売戦略課 … 4

13 とわだ産品の情報発信 とわだ産品販売戦略課 … 5

14 家畜伝染病対策 農林畜産課 … 5

15 肉用牛主産地づくり 農林畜産課 … 5

16 スマート畜産導入支援事業 農林畜産課 … 6

17 森林の整備 農林畜産課 … 6

18 計画的な市有林の整備 農林畜産課 … 6

19 水産資源の回復 農林畜産課 … 7

20 焼山地区活性化 商工観光課 … 7

21 現代美術館の活用 商工観光課 … 7

22 国立公園満喫プロジェクト 商工観光課 … 8

23 冬季観光の充実・強化 商工観光課 … 8

24 インバウンド対策 商工観光課 … 8

25 ＤＭＯによる観光地域づくり 商工観光課 … 9

26 創業支援 商工観光課 … 9

27 中心市街地活性化 商工観光課 … 9

28 企業誘致の推進 商工観光課 … 10

29 中小企業融資制度の活用 商工観光課 … 10

30 ＵＩＪターン就職支援 商工観光課 … 10

31 若年者等人材育成支援 商工観光課 … 11

32 女性の活躍支援 商工観光課 … 11

33 高齢者就業機会の確保 商工観光課 … 11

基本目標１　市内外からより多くの人々や消費を呼び込めるまち（産業振興）

施策１　農林水産業の振興

基本事業１　意欲ある担い手の育成・確保

基本事業２　生産性及び収益力の向上

基本事業３　とわだ産品の認知度向上及び販売拡大

基本事業４　畜産主産地づくりの推進

基本事業５　森林の有する多面的機能の維持・増進

基本事業６　安定した水産資源の確保

施策２　観光力の強化と充実

基本事業１　観光資源の整備と充実

基本事業２　観光客の受入体制の充実

基本事業３　多様な主体との連携の強化

施策３　商業・サービス業の振興

基本事業１　創業支援

基本事業２　中心市街地の活性化

施策４　産業力の強化

基本事業１　企業誘致の推進

基本事業２　既存企業の経営基盤の安定・強化

施策５　雇用の安定

基本事業１　雇用・就職の支援

基本事業２　労働環境の充実
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34 地域子ども・子育て支援 こども支援課 … 12

35 子ども医療費給付 こども支援課 … 12

36 第３子以降の保育料無償化 こども支援課 … 12

37 母子保健事業の推進 健康増進課 … 13

38 定期予防接種 健康増進課 … 13

39 妊娠期からの切れ目のない子育て支援 健康増進課 … 13

40 子ども家庭等への支援 健康増進課 … 14

41 ひとり親家庭に対する支援の充実 こども支援課 … 14

42 ひとり親家庭等医療費給付 こども支援課 … 14

43 子どもの貧困対策推進業務 こども支援課 … 15

44 放課後児童クラブ（仲よし会） こども支援課 … 15

45 アシスタントティーチャーの派遣 指導課 … 15

46 学力検査・知能検査の支援 指導課 … 16

47 国際教育への支援 指導課 … 16

48 新聞活用教育の推進 指導課 … 16

49 「とわだ未来プロジェクト」キャリア教育推進事業 指導課 … 17

50 ICT支援の推進 指導課 … 17

51 教育相談事業の推進 指導課 … 17

52 いじめ防止対策の推進 指導課 … 18

53 「夢への挑戦」講演会の実施 指導課 … 18

54 特別支援教育支援員の配置 教育総務課 … 18

55 学校施設改修事業 教育総務課 … 19

56 ちとせ小学校改築事業 教育総務課 … 19

57 コミュニティ・スクールの推進 指導課 … 19

58 家庭教育への支援 スポーツ・生涯学習課 … 20

59 放課後子ども教室の推進 スポーツ・生涯学習課 … 20

60 読書活動の推進 市民図書館 … 20

61 保健事業の推進 健康増進課 … 21

62 健康応援ポイント事業 健康増進課 … 21

63 健康診査の推進 健康増進課 … 21

64 こころの健康づくり 健康増進課 … 22

65 十和田湖診療所の体制の充実 十和田湖診療所 … 22

66 中央病院の医師確保 業務課 … 22

基本目標２　地域全体で子育て・子育ちをしっかりと支えるまち（子育て・教育）

施策６　子育て支援の充実

基本事業１　安心して子どもを産み育てられる環境づくり

基本事業２　支援が必要な子どもに対する体制づくり

基本事業３　子どもが健やかに育つ環境づくり

施策７　学校教育の充実

基本事業１　確かな学力を育む学校教育の充実

基本事業２　豊かな心を育む教育の充実

基本事業３　健やかな体を育む教育の充実

基本事業４　望ましい教育環境の充実

施策８　家庭・地域の教育力の向上

基本事業１　家庭の教育力の向上

基本事業２　地域の教育力の向上

基本目標３　すべての市民が健やかに暮らせるまち（健康・福祉）

施策９　健康づくりの推進

基本事業１　生涯にわたる健康の増進

基本事業２　疾病予防の充実

基本事業３　こころの健康づくりの推進

施策10　地域医療の推進

基本事業１　地域医療連携の充実

基本事業２　医師の確保と医療の質の向上
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67 一般介護予防 高齢介護課 … 23

68 介護予防・日常生活支援 高齢介護課 … 23

69 包括的・継続的な支援体制の構築 高齢介護課 … 23

70 介護保険の安定運営 高齢介護課 … 24

71 認知症高齢者総合支援 高齢介護課 … 24

72 老人クラブ活動の支援 高齢介護課 … 24

73 高齢者の見守り 高齢介護課 … 25

74 緊急通報体制等整備 高齢介護課 … 25

75 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施 国民健康保険課 … 25

76 自立支援給付及び地域生活支援 生活福祉課 … 26

77 意思疎通支援 生活福祉課 … 26

78 医療的ケア児等への支援 生活福祉課 … 26

79 子どもの発達支援 生活福祉課 … 27

80 障がい者等の理解促進に向けた研修・啓発 生活福祉課 … 27

81 就労継続支援 生活福祉課 … 27

82 地域福祉活動の増進 生活福祉課 … 28

83 福祉ボランティア活動への参加促進 生活福祉課 … 28

84 生活困窮者自立支援 生活福祉課 … 28

85 国民健康保険税の徴収対策 収納課 … 29

86 国民健康保険の安定運営 国民健康保険課 … 29

87 国民年金制度の啓発 市民課 … 29

88 各種講座の開設 スポーツ・生涯学習課 … 30

89 寺子屋稲生塾 スポーツ・生涯学習課 … 30

90 とわだ子ども議会 スポーツ・生涯学習課 … 30

91 市民文化活動への支援 スポーツ・生涯学習課 … 31

92 市史編さん事業 スポーツ・生涯学習課 … 31

93 文化遺産の保存と活用 スポーツ・生涯学習課 … 31

94 郷土館及び十和田湖民俗資料館の充実 スポーツ・生涯学習課 … 32

95 ライフステージに応じたスポーツ活動への参画促進 スポーツ・生涯学習課 … 32

96 相撲場の整備 スポーツ・生涯学習課 … 32

97 総合体育センター長寿命化改修事業 スポーツ・生涯学習課 … 33

施策11　高齢者福祉の充実

基本事業１　介護予防の推進

基本事業２　高齢者サービスの充実

基本事業３　生きがいづくりと社会参加の促進

基本事業４　見守り体制の充実

基本事業５　高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の推進

施策12　障がい者福祉の充実

基本事業１　障がい福祉サービスの充実

基本事業２　社会参加の促進

施策13　地域福祉の充実

基本事業１　共に支え合う地域づくり

基本事業２　地域で福祉を支える人づくり

施策14　社会保障の充実

基本事業１　低所得者の自立支援

基本事業２　国民健康保険・後期高齢者医療制度の健全運営

基本事業３　国民年金制度の啓発

基本目標４　だれもが楽しく学び、豊かな心と文化が息づくまち（生涯学習・文化・スポーツ）

施策15　生涯学習の推進

基本事業１　多様な学習機会の提供

基本事業２　市民がお互いに学びあう仕組みづくりの推進

施策16　文化の振興

基本事業１　芸術文化活動環境の充実

基本事業２　文化遺産の保存・継承と活用

施策17　生涯スポーツ環境の整備

基本事業１　スポーツ活動の充実

基本事業２　地域スポーツを支え育てるリーダーの養成
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98 消防団施設等の整備 総務課 … 34

99 自主防災組織の育成 総務課 … 34

100 災害時における避難体制の整備 生活福祉課 … 34

101 消防水利の整備 総務課 … 35

102 非常用物資の備蓄 総務課 … 35

103 防犯活動の推進 まちづくり支援課 … 35

104 市民相談の開設 まちづくり支援課 … 36

105 交通安全対策の実施 まちづくり支援課 … 36

106 セーフコミュニティの推進 まちづくり支援課 … 36

107 犯罪被害者等支援事業 まちづくり支援課 … 37

108 青少年育成対策 まちづくり支援課 … 37

109 新たな広域的コミュニティ活動支援 まちづくり支援課 … 37

110 町内会活動への支援 まちづくり支援課 … 38

111 移住・定住支援事業 政策財政課 … 38

112 結婚・婚活支援事業 政策財政課 … 38

113 都市間交流の推進 まちづくり支援課 … 39

114 小学生交流事業の充実 スポーツ・生涯学習課 … 39

115 国際交流の推進 まちづくり支援課 … 39

116 空き家等対策 都市整備建築課 … 40

117 空き家の利活用促進 都市整備建築課 … 40

118 消費生活センターの充実 まちづくり支援課 … 40

119 環境保全団体の育成 まちづくり支援課 … 41

120 公害発生防止対策 まちづくり支援課 … 41

121 カラス被害対策 まちづくり支援課 … 41

122 飼い犬マナー向上対策 まちづくり支援課 … 42

123 公園施設の整備 都市整備建築課 … 42

124 市民参加による緑化の推進 都市整備建築課 … 42

基本目標５　地域で助け合い、災害に強く犯罪のない、安全・安心なまち（安全・安心）

施策18　消防・救急・防災体制の整備

基本事業１　消防・救急体制の整備

基本事業２　地域防災力の強化

基本事業３　防災意識の向上

基本事業４　災害に強い都市基盤の整備

施策19　安全・安心な暮らしの確保

基本事業１　地域の安全対策の推進

基本事業２　交通安全対策の推進

基本事業３　事故や犯罪を未然に防ぐ環境整備

基本事業４　青少年の健全育成

施策20　地域コミュニティの活性化

基本事業１　広域自治組織の育成

基本事業２　地域コミュニティ活動の促進

施策21　移住・交流の推進

基本事業１　移住・定住人口の拡大

基本事業２　交流事業の推進

基本事業３　多文化共生のまちづくり

施策22　空き家対策の推進

基本事業１　空き家の適正管理の推進

基本事業２　空き家の有効活用に対する支援

施策23　消費者の自立支援

基本事業１　消費者教育の推進

基本事業２　消費生活相談の充実

基本目標６　ゆとりと潤いあふれる暮らしを実感できるまち（環境）

施策24　環境の保全

基本事業１　自然環境の保全・活用

基本事業２　生活環境の充実
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125 脱炭素化の推進 まちづくり支援課 … 43

126 ごみの減量化・資源化と再利用の推進 まちづくり支援課 … 43

127 市営住宅の整備 都市整備建築課 … 44

128 集落体制の整備 農林畜産課 … 44

129 公共交通の維持・確保 政策財政課 … 44

130 道路及び橋梁の整備 土木課 … 45

131 道路整備パートナーシップ 土木課 … 45

132 上水道の安定運営 水道課 … 45

133 下水道の整備 下水道課 … 46

134 元気な十和田市づくり市民活動支援 まちづくり支援課 … 47

135 市民交流プラザの利活用の促進 まちづくり支援課 … 47

136 広報紙等の充実 総務課 … 47

137 人権擁護の推進 まちづくり支援課 … 48

138 男女共同参画に向けた意識づくり 総務課 … 48

139 行政改革の推進 総務課 … 48

140 職員の人材育成の推進 総務課 … 49

141 デジタル化推進事業 情報政策課 … 49

142 各種証明書コンビニ交付事業 市民課 … 49

143 ふるさと納税 とわだ産品販売戦略課 … 50

144 市税の徴収対策 収納課 … 50

145 公共施設の適正管理 管財課 … 50

基本事業３　地球温暖化防止対策の推進

施策25　ごみ処理の適正化

基本事業１　ごみの減量化・資源化と再利用の推進

基本事業２　不法投棄の防止

基本目標７　快適な暮らしや活発な経済活動を支える都市基盤が整ったまち（都市基盤）

施策26　市街地・集落の形成

基本事業１　持続可能な市街地の形成

基本事業２　既存集落の維持・増進

施策27　交通手段の確保と道路空間の創出

基本事業１　持続可能な公共交通網の整備

基本事業２　道路整備の推進と橋梁の老朽化対策

施策28　上下水道の整備

基本事業１　水道水の安定供給

基本事業２　下水道施設の整備

基本目標８　地域経済社会の持続的な発展を支える強固な経営基盤が確立したまち（自治体経営）

施策29　市民参画の推進

基本事業１　市民との協働の推進

基本事業２　市民活動への支援

基本事業３　広報広聴の充実

施策30　人権尊重・男女共同参画の推進

基本事業１　人権教育・啓発活動の推進

基本事業２　すべての人が輝くまちづくりの推進

施策31　行政運営の効率化の推進

基本事業１　より質の高い市民サービスの提供

基本事業２　職員の資質向上の推進

基本事業３　DX推進による利便性の向上と業務の効率化

施策32　健全な財政運営の推進

基本事業１　歳入の安定確保に向けた取組の強化

基本事業２　歳出の抑制と合理化の推進

施策33　公共施設の適切な配置・運営の推進

基本事業１　より効果的で効率的な維持管理

基本事業２　安全・安心で快適な利用環境の確保
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ⅵ

１ 趣旨

実施計画は、第２次十和田市総合計画に掲げた将来都市像「～わたしたちが創る～希望と活力あ

ふれる 十和田」を実現するため、前期基本計画に基づき取り組む事業を効果的かつ効率的に展開

していくために策定するものです。

２ 期間

計画期間は、令和６年度から令和８年度までの３年間とします。

３ 掲載事業

ハード事業・ソフト事業あるいは事業費の多少にかかわらず、後期基本計画に示した施策を実現

するための主な事業を掲載しています。したがって、市が実施する全ての事務事業を網羅したもの

ではありません。

４ 事業費

事業費については策定時点での予定額であり、国・県の施策の動向や市の財政状況等によって変

動すること、また、毎年度の事業費は市議会の議決を経て定められるものであることから、将来の

予算を確約するものではありません。

５ 計画の推進

成果指標を設定し、事業の成果を客観的に検証します。また、ローリング方式により毎年度見直

しを行います。

Ⅰ 実施計画

１ 実施計画の考え方



ⅶ

～実施計画表の見方について～

①事業名称

「第２次十和田市総合計画」後期基本計画に掲げた、施策に対する事業の名称を記載していま

す。

②目的、手段

事業の目的と概要を記載しています。

③事業開始年度

事業を開始した年度を記載しています。

④担当部署

事業を実施する所管部署を記載しています。

⑤成果指標、目標値

事業の成果を客観的に検証するため、成果指標、現状値及び目標値を記載しています。成果指

標の数値化が困難なもの等については「－」を記載しています。

⑥事業費

事業に係る令和６年度の予算額を記載しています。

対象事業費がない場合については「０」を表示しています。

事業名 番号

目的

手段

事業開始年度 担当部署

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

成果指標

２ 実施計画

①

②

③ ④

⑤

⑥

②



基本目標１

市内外から

より多くの人々や消費を

呼び込めるまち（産業振興）





事業名  　新規就農者支援 番号 1

目的 　 新規就農者の経営の安定化及び経営基盤の強化を促進し、就農意欲を喚起する。

手段
　 新規就農者が青年等就農計画で設定した目標を達成するために、農業用機械等の導入に要する経費の一部補助や、就農状況及び作付け状況な
どの要件を満たす場合に新規就農者育成総合対策事業経営開始資金の交付等により新規就農者の確保と定着を図る

事業開始年度 平成24年度 担当部署 農林畜産課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

29,284 

事業名  　農業経営力向上支援 番号 2

目的 　 集落営農の組織力を強化し、安定した集落営農の運営を図る。

手段
 　集落営農組織のリーダー等を対象に研修会等を通じ、集落営農の運営を支援する。また、農業経営収入保険への加入を促進することにより農業
経営の安定を図る。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 農林畜産課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

12,875 

事業名 　 農業後継者対策 番号 3

目的 　 農業後継者の意欲向上に向けた支援に取り組むことにより、担い手の確保を図る。

手段 　 研修会や交流会などを通じて、出会いや新しいつながりの場を創出する。

事業開始年度 平成26年度 担当部署 農業委員会

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

200 

成果指標

①新規就農者農業機械等導入支援事業の実施経営体数
②新規就農者育成総合対策事業経営開始資金の新規交付件数
③新規就農者育成総合対策事業経営発展支援事業補助金の新規補助件数

①１件
②１件
③１件

①２件
②３件
③３件

成果指標

農業経営収入保険の加入率（累計） 50.0% 60.0%

成果指標

①交流会等の参加者数
②開催回数

　　①43人
　　②２回

　　　　　　　①50人
　　　　　　　②２回
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事業名  　地域担い手経営活性化支援 番号 4

目的 　 農家の高齢化や離農者増加に伴う耕作放棄地等の解消に向け、地域農業の担い手となる経営体の育成・確保を図る。

手段
　集落座談会等を通じて、地域の担い手となる経営体を位置付けた目標地図を作成し、担い手支援検討会議での協議の上、地域計画を策定する。
（農業経営基盤強化促進法の改正により、「人・農地プラン」が法定化され「地域計画」となった。）

事業開始年度 平成19年度 担当部署 農林畜産課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

０

事業名  　おいしい十和田野菜の健康な土づくり 番号 5

目的 　 健康な土づくりを推進することにより、野菜の品質向上及び生産規模の拡大と施肥コストの削減を図る。

手段 　 出荷・販売を目的とした野菜栽培を行う農家に対し、土壌診断に要する経費の一部を補助する。

事業開始年度 平成26年度 担当部署 農林畜産課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

4,550 

事業名  　【新規】環境保全型農業支援 番号 6

目的
 　農業分野において地球温暖化防止や生物多様性の保全等に積極的に貢献していくため、より環境保全に効果の高い農業生産活動の普及を図
る。

手段
 　化学肥料・化学合成農薬を原則５割以上低減する取組など、地球温暖化防止や生物多様性の保全等に効果的な農業生産活動等を行う農業団体
等を支援する。

事業開始年度 平成27年度 担当部署 農林畜産課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

2,532 

成果指標

「人・農地プラン」又は「地域計画」の目標地図に位置付けられた経営体数（累計） 492経営体 500経営体

成果指標

土壌診断件数 2,000件 2,600件

成果指標

環境保全型農業の取組面積（累計） 10.0ha 21.0ha
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事業名  　農地集積の推進 番号 7

目的 　 農地の集積・集約を推進し、農業経営の効率化及び離農等による耕作放棄地の増加防止を図る。

手段
　 地域農業の現状と今後の農地利用について農業者間の検討を促進することで、農地の受け手となる担い手の増加や農地中間管理機構や機構集
積協力金事業を活用した農地の流動化を促し、担い手へ農地を集積する。

事業開始年度 平成26年度 担当部署 農林畜産課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

3,070 

事業名  　新規認定農業者支援事業 番号 8

目的 　 地域農業を支えていくため、担い手となる認定農業者の減少に歯止めをかけ、新たな担い手の確保を図る。

手段 　 新規に農業経営改善計画の認定を受けた農業者を対象に、農業用機械等の導入に要する経費の一部を補助する。

事業開始年度 令和３年度 担当部署 農林畜産課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

4,000 

事業名  　スマート農業技術導入支援事業 番号 9

目的 　 スマート農業の導入を推進し、農作業における省力化を図る。

手段 　 スマート農業の活用に向け、農業用ドローン、農業用自動操舵システム等の導入に要する費用の一部を補助する。

事業開始年度 令和２年度 担当部署 農林畜産課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

14,600 

成果指標

全農地面積のうち、担い手が利用する農地の面積が占める割合（累計） 60.2% 63.0%

成果指標

①新規認定農業者数
②事業利用件数

　①12経営体
　②５件

　　　　　　①19経営体
　　　　　　②８件

成果指標

①農業用ドローン導入数
②農業用自動操舵システム導入数

①８台
②０台

①５台
②７台
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事業名 　 地産地消の推進 番号 10

目的 　 「十和田市食と農の推進条例」に基づき、とわだ産品の地産地消の拡大を図る。

手段
　 小・中学校・保育園・幼稚園の給食へ、十和田市産食材を提供するほか、ＰＲのためのチラシを配付する。
　 「弁当の日」に取り組む市立小・中学校を支援するとともに、市内高校生・大学生等を対象に十和田市産食材を活用した料理教室「おいしい十和田
自炊塾」を実施する。

事業開始年度 平成22年度 担当部署 とわだ産品販売戦略課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

6,062 

事業名  　とわだの逸品開発 番号 11

目的 　 とわだ産品を原料とした売れる商品づくりと６次産業化の支援により、１次産業の底上げと地域産業の活性化を目指す。

手段
　 商品コンセプトを構築し、消費者ニーズを的確にとらえた魅力ある「とわだの逸品」づくりを推進するため、補助金の交付や専門家のアドバイザリー
支援を行う。また、６次産業化推進を含めた商品開発講習会及びとわだ産品を一堂に集めた商談会を開催する。

事業開始年度 平成22年度 担当部署 とわだ産品販売戦略課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

3,768 

事業名  　十和田ブランドの定着 番号 12

目的 　 主要４野菜や十和田湖ひめます、ガーリックポークなどのブランド力を強化し、販売拡大を図る。

手段
　 サンプル食材の提供やにんにく生産量日本一のＰＲなどにより、とわだ産品の認知度の向上に取り組むほか、十和田湖ひめます料理やガーリック
ポークの魅力発信などにより十和田ブランドの定着に取り組む。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 とわだ産品販売戦略課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

11,125 

成果指標

①学校給食県産食材使用割合
②「弁当の日」取組実施校数（市立小・中学校）

　①63.9%
　②７校

　　　　　①68.6%
　　　　　②10校

成果指標

前年比売上高増の商品数割合 37.6% 50.0%

成果指標

地域ブランド調査「産品想起率（食品）」 7.6点 10.5点
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事業名  　とわだ産品の情報発信 番号 13

目的 　 情報発信や販売促進活動により、とわだ産品の認知度向上と販売拡大を図る。

手段
 　各種イベントへの参加、メディア・SNSの活用などによる宣伝活動等により、とわだ産品の魅力発信を行うとともに、首都圏におけるトップセールス及
び商談会への出展により、新規取引・継続取引に取り組む。

事業開始年度 平成22年度 担当部署 とわだ産品販売戦略課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

7,996 

事業名  　家畜伝染病対策 番号 14

目的 　 県や関係団体と連携した家畜伝染病の予防対策及び生産者の自主的な予防の強化を図る。

手段
　 農家への衛生管理指導などの定期検査体制を強化するとともに、ヨーネ病等罹患牛が発生した場合は、殺処分及びとう汰処分による損失の一部
を補助する。

事業開始年度 平成25年度 担当部署 農林畜産課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

1,813 

事業名  　肉用牛主産地づくり 番号 15

目的 　 繁殖雌牛群の整備強化をし、肉用牛の主産地づくりの推進を図る。

手段     ゲノミック育種価の検査を実施し、高能力牛と判定された優良雌子牛の地域内保留を促進する。

事業開始年度 平成24年度 担当部署 農林畜産課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

2,275 

成果指標

①とわだ産品の全国系メディアへの露出件数　　
②SNSのフォロワー数

①14件
②4,470人

　　　　　①25件
　　　　　②4,700人

成果指標

①ヨーネ病における患畜殺処分牛頭数　　　　　　
②ヨーネ病における自主とう汰処分牛頭数　

①３頭
②７頭

①０頭
②０頭

成果指標

ゲノミック育種価の検査により高能力牛と判定された優良雌牛の地域内保留頭数 ０頭 10頭
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事業名  　スマート畜産導入支援事業 番号 16

目的 　 スマート畜産の導入を推進し、肉用牛の飼養管理における省力化を図る。

手段 　 牛の分娩検知システムなどの導入に要する経費の一部を補助する。

事業開始年度 令和４年度 担当部署 農林畜産課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

1,355 

事業名  　森林の整備 番号 17

目的  　民有林の有する多面的機能の維持・増進及び林業の活性化を図る。

手段
　 伐採跡地の再造林を促進するため、森林経営計画等を策定した林業経営者が実施する再造林に要する経費の一部を補助するほか、森林経営計
画等に含まれない小規模な再造林に用いる苗木購入に要する経費を補助する。

事業開始年度 平成29年度 担当部署 農林畜産課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

11,775 

事業名 　 計画的な市有林の整備 番号 18

目的 　 森林の維持管理を行い、市有林の健全な森林資源化を図る。

手段 　 令和元年度に策定した、森林経営計画に基づき、青森県民有林野造林補助金を活用し、月日山市有林を整備する。

事業開始年度 平成24年度 担当部署 農林畜産課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

3,500 

成果指標

スマート畜産機材の導入補助件数 ２件 ６件

成果指標

①森林整備事業補助金を活用した再造林面積
②小規模森林整備事業補助金の補助件数

①０ha
②０件

　　　　　　①37.0ha
　　　　　　②17件

成果指標

月日山市有林の整備率（整備済面積／総面積）（累計） 12.6% 20.0%
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事業名  　水産資源の回復 番号 19

目的 　 十和田湖や奥入瀬川における内水面漁業の資源回復を図る。

手段 　 十和田湖増殖漁業協同組合及び奥入瀬川漁業協同組合が実施している孵化・放流事業を支援する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 農林畜産課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

599 

事業名 　 焼山地区活性化 番号 20

目的 　 焼山地区活性化基本計画及び事業計画に基づき、地域資源を活かした観光振興を図る。

手段 　　奥入瀬渓流温泉スキー場の通年利用など、「花」、「温泉」、「アート」をテーマとして焼山地区の魅力向上に取り組む。

事業開始年度 平成24年度 担当部署 商工観光課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

138,852 

事業名  　現代美術館の活用 番号 21

目的 　 アートを活用したまちづくりプロジェクト「アーツ・トワダ」の取組により、新たな文化の創造とまちの賑わいの創出を図る。

手段 　 常設作品の入替や企画展の充実、多言語対応の強化などによる鑑賞環境の向上に取り組むとともに、 県内５館連携の推進により誘客に努める。

事業開始年度 平成20年度 担当部署 商工観光課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

211,320 

成果指標

①奥入瀬川水系への稚魚放流数
②十和田湖への稚魚放流数

　①15.7万尾
　②70万尾　

　　　　　　①22.5万尾
　　　　　　②70万尾

成果指標

焼山･八甲田地区宿泊者数（暦年） 126,735人 143,000人

成果指標

入館者数 143,929人 161,000人
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事業名  　国立公園満喫プロジェクト 番号 22

目的  　十和田八幡平国立公園の「ナショナルパーク」としてのブランド化を図り、十和田湖・奥入瀬地区への国内外からの誘客を促進する。

手段  　「十和田八幡平国立公園ステップアッププログラム2025」に基づき、国内外の利用者の増と質の向上を目指した取組を推進する。

事業開始年度 平成28年度 担当部署 商工観光課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

1,216 

事業名  　冬季観光の充実・強化 番号 23

目的 　 冬季観光の充実・強化を図り、通年型観光を実現する。

手段
 　アーツ・トワダウインターイルミネーションや氷瀑ツアーの実施、奥入瀬渓流温泉スキー場内のスノーパークの開設等の滞在メニューを充実させる
ほか、休屋エリアの冬季観光イベントを補助することで、冬季観光の充実・強化を図る。

事業開始年度 平成29年度 担当部署 商工観光課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

48,451 

事業名 　 インバウンド対策 番号 24

目的 　 外国人観光客の満足度向上と誘客促進を図る。

手段 　 滞在時間の延長や消費額の増加に向け、関係機関と連携を強化するとともに、事業者が実施するインバウンド受入環境整備の取組を支援する。

事業開始年度 平成28年度 担当部署 商工観光課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

5,134 

成果指標

十和田湖・奥入瀬地区宿泊者数（暦年） 193,766人 203,000人

成果指標

冬季（12月～３月）における宿泊者数（暦年）
14,812人
（12月分）

62,000人

成果指標

外国人宿泊者数（暦年） 53,048人 147,000人
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事業名  　ＤＭＯによる観光地域づくり 番号 25

目的 　 十和田市観光戦略に掲げるビジョン「自然とアートを核に稼いで潤う持続的な観光地域づくり」の推進を図る。

手段
　 地域ＤＭＯとして設立された（一社）十和田奥入瀬観光機構と連携し、十和田市観光戦略に基づき観光地域づくりのためのマーケティング、販路拡
大、プロモーション及び観光開発等の事業を実施する。

事業開始年度 平成28年度 担当部署 商工観光課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

94,171 

事業名  　創業支援 番号 26

目的 　 創業希望者及び創業者に対する伴走型の支援を通じて、地域経済の活性化及び雇用の創出を図る。

手段
　 十和田市創業支援事業計画に基づき創業支援に係る「ワンストップ窓口」を設置するとともに、「創業相談ルーム」の開設や「創業セミナー」等の開
催、空き店舗等の活用に対する補助により地域における創業希望者及び創業者を支援する。

事業開始年度 平成27年度 担当部署 商工観光課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

10,332 

事業名  　中心市街地活性化 番号 27

目的
　 中心市街地における都市機能の増進や経済活力の向上を図り、少子高齢化や人口減少に対応できるコンパクトで持続可能なまちづくりを推進す
る。

手段  　関係団体との意見交換を踏まえ、創業者や関係団体等が行う、中心市街地の活性化に資する事業に要する経費の一部を補助する。

事業開始年度 平成28年度 担当部署 商工観光課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

990 

成果指標

①市内宿泊者数（暦年）
②１人当たり旅行消費額
③来訪者満足度

①304,782人
②27,015円
③94.7％

①310,000人
②27,000円
③85.0％
※③のみ市観光戦略2022-
2024のR6目標数値

成果指標

創業者数 16人 15人

成果指標

①歩行者・自転車通行量
②社会増減数（中心市街地内：人口増減数－自然増減数）
③空き地・空き店舗数

①3,475人/日
②３月末数値
で算出
③２月に確定
予定

　　　　　①5,604人/日
　　　　　②125人
　　　　　③39か所
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事業名  　企業誘致の推進 番号 28

目的 　 地域に根ざした企業の誘致を推進することにより、産業振興及び雇用創出を図る。

手段 　 十和田市企業立地奨励条例に基づく支援や、関係機関との連携により、効果的な企業誘致活動を実施する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 商工観光課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

6,049 

事業名  　中小企業融資制度の活用 番号 29

目的    市内中小企業者の事業資金の円滑化を支援し、経営の安定を図る。

手段    各種融資制度を設け、保証料補給及び利子補給等を実施する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 商工観光課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

57,030 

事業名  　ＵＩＪターン就職支援 番号 30

目的 　 人口減少対策及び雇用対策の一環として、本市への移住・就業を促すことにより、地域産業の成長・発展を図る。

手段  　市内事業所へ就職した方に対して就職奨励金を交付することで、ＵＩＪターンによる雇用の促進につなげる。

事業開始年度 平成28年度 担当部署 商工観光課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

1,000 

成果指標

接触した企業社数 ３社 ５社

成果指標

①全体の融資枠に占める融資済額の割合
②利子・保証料補給金額

①56.3%
②23,362千円

　　　　　①70.0%
　　　　　②40,000千円

成果指標

ＵＩＪターン移住就職者 ３人 10人
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事業名  　若年者等人材育成支援 番号 31

目的 　 若年者等の人材育成により、市内企業への定着を促し、地域産業の成長・発展を図る。

手段  　従業員の資格・免許取得のために研修などを受けさせる市内の企業に対し、費用の一部を補助する。

事業開始年度 平成28年度 担当部署 商工観光課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

1,500 

事業名  　女性の活躍支援 番号 32

目的 　 女性の再就職及び就業継続を支援し、女性の活躍を推進する。

手段 　 託児付の女性の活躍支援セミナー及び事業者向けセミナーを開催する。

事業開始年度 平成28年度 担当部署 商工観光課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

754 

事業名  　高齢者就業機会の確保 番号 33

目的 　 高齢者の臨時的・短期的な就業機会を確保し、就業を通じた生きがいの充実や社会参加を促進する。

手段 　 公益財団法人十和田市シルバー人材センターの運営を支援する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 商工観光課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

9,739 

成果指標

資格・免許取得者 44人 25人

成果指標

セミナー受講者数（延人数） 18人 20人

成果指標

就業延人数
不明（年度末
集計）

33,800人
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基本目標２

地域全体で子育て・子育ちを

しっかりと支えるまち

（子育て・教育）





事業名  　地域子ども・子育て支援 番号 34

目的 　 子どもや保護者の置かれている環境に応じ、様々な施設・事業者から適切な子育て支援を総合的に受けることができる体制を整備する。

手段 　 延長保育事業、地域子育て支援拠点事業、一時預かり事業等を保育所などに委託又は補助することにより実施する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 こども支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

152,055 

事業名  　子ども医療費給付 番号 35

目的 　子どもの医療費に係る負担を軽減することにより、子どもの保健の向上及び安心して子どもを産み育てることができる環境を整備する。

手段 　 高校生までの子どもの医療費（保険適用分の一部負担金）を無料とする。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 こども支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

316,089 

事業名  　第３子以降の保育料無償化 番号 36

目的 　多子世帯の経済的負担を軽減することにより、安心して子どもを産み育てることができる環境を整備する。

手段 　第３子以降の３歳未満児の保育料を無料とする。

事業開始年度 平成28年度 担当部署 こども支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

22,370 

成果指標

地域子ども・子育て支援事業の実施箇所数 31箇所 32箇所

成果指標

－ － －

成果指標

－ － －
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事業名 　 母子保健事業の推進 番号 37

目的 　 健康診査や適切な保健指導により、乳幼児や妊産婦の健康増進と、保護者の育児不安の解消及び虐待防止を図る。

手段
　 母子保健法に基づき、妊産婦や乳幼児に対する健康診査を実施する。また、発達支援が必要な就学前の幼児とその保護者を発達支援相談等に
つなげ、当該幼児に合わせたことばや精神発達面に対する支援を行う。

事業開始年度 平成22年度 担当部署 健康増進課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

67,099 

事業名  　定期予防接種 番号 38

目的 　 定期予防接種率の向上に努めることにより、感染症の恐れのある疾病の発生及び蔓延予防を図る。

手段 　 予防接種の案内や重要性を周知するとともに、費用の一部を助成する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 健康増進課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

230,931 

事業名  　妊娠期からの切れ目のない子育て支援 番号 39

目的 　 妊娠期から子育て期までの切れ目のない相談・支援体制を整え、安心して子どもを産み育てられる環境づくりを推進する。

手段
　 全ての妊産婦を対象に伴走型相談支援を行い、ニーズの把握や情報提供に努め、必要に応じて子育て支援サービスの利用につなげる。
　 また、母子保健及び児童福祉が合同ケース会議等を開催し連携を図ることで、子育て家庭への一体的な支援を行う。

事業開始年度 平成29年度 担当部署 健康増進課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

62,922 

成果指標

妊婦健康診査実施率 96.1% 98.0%

成果指標

麻しん・風しん２期接種率 78.4% 96.0%

成果指標

４か月児健診時に出産・育児について「満足している」と回答した人の割合
96.9%

(無回答除く）
95.0%
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事業名  　子ども家庭等の支援 番号 40

目的 　 児童虐待の未然防止、早期発見のため関係機関と連携し、子育てに関する様々な問題を抱える家庭などを支援する。

手段  　支援対象者の課題やニーズを母子保健と児童福祉が情報共有し、サポートプランを作成し、支援が適切に提供されるようマネジメントする。

事業開始年度 令和２年度 担当部署 健康増進課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

10,686 

事業名  　ひとり親家庭に対する支援の充実 番号 41

目的 　 保護者に対する就労支援や子どもの学習支援を行うことにより、ひとり親家庭の福祉の増進を図る。

手段 　教育訓練講座や資格取得のために養成機関で修業する保護者に給付金を支給するとともに、子どもの学習支援会を開催する。

事業開始年度 平成23年度 担当部署 こども支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

15,205 

事業名  　ひとり親家庭等医療費給付 番号 42

目的 　 ひとり親家庭等の医療費の負担を軽減することにより、福祉の増進を図る。

手段 　 医療機関で支払った一部負担金を給付する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 こども支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

51,709 

成果指標

指導、助言等の支援が終了した支援者の割合 57.4% 90.0%

成果指標

①子ども学習支援会受講者数
②自立支援教育訓練給付金支給件数
③高等職業訓練促進給付金支給件数

　　　➀76人
　　　②０件
　　　③３件

　　　　　　　①200人
　　　　　　　②５件
　　　　　　　③６件

成果指標

－ － －
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事業名 　 子どもの貧困対策推進業務 番号 43

目的
　 子どもの将来が、生まれ育った環境に左右されないよう、また、貧困が世代を超えて連鎖することがないよう、必要な環境整備と教育の機会均等を
図る。

手段 　こども食堂等を活用して支援が必要な子どもの見守りを行うとともに、相談等を通じて新たに支援が必要な子どもの情報収集を行う。

事業開始年度 令和３年度 担当部署 こども支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

1,732 

事業名  　放課後児童クラブ（仲よし会） 番号 44

目的 　 就労などで保護者が家庭にいない児童を対象に、放課後や休校日における生活の場を提供することにより、児童の健全育成を図る。

手段  　仲よし会事業について、指定管理者制度を活用し実施する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 こども支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

146,710 

事業名 　 アシスタントティーチャーの派遣 番号 45

目的 　 アシスタントティーチャーを活用し、児童・生徒の学力定着と授業理解度の向上を図るとともに、学校教育活動の支援を行う。

手段 　 小・中学校に、教員志望の大学生や教員資格を有する者、校長が適任と認める者をアシスタントティーチャーとして派遣する。

事業開始年度 平成19年度 担当部署 指導課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

6,090 

成果指標

①支援が必要な子どもの見守り件数
②新たに支援が必要な子どもの発見数

　　①60件
　　②０件

①80件
②10件

成果指標

仲よし会利用児童数（基準日：３月１日） 714人 750人

成果指標

全国学力・学習状況調査質問紙調査
「授業の内容はよく分かりますか」の回答項目のうち、「当てはまる」「どちらかとい
えば、当てはまる」と回答した児童・生徒の割合
①小学校６年生（国語・算数の平均）
②中学校３年生（国語・数学の平均）

①83.5％
②80.1％

①85.0％
②83.0％
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事業名 　 学力検査・知能検査の支援 番号 46

目的 　 児童・生徒の学力及び知能の実態を把握し、状況に応じた確かな学力向上対策を図る。

手段 　 学力検査及び知能検査に係る受検費用を補助する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 指導課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

6,063 

事業名 　 国際教育への支援 番号 47

目的
　 外国語によるコミュニケーション能力を高め、異文化を理解・尊重し共生しようとする態度を育てることにより、国際化に対応できる人材の育成を図
る。

手段 　 小・中学校に、外国語指導助手（ＡＬＴ)や国際教育支援員（ＥＳＴ）を派遣し、語学指導や国際教育への支援を行う。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 指導課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

715 

事業名 　 新聞活用教育の推進 番号 48

目的 　 児童・生徒の情報活用能力等の向上を図る。

手段 　 小・中学校において新聞を年間購読し、教育活動に活用する。

事業開始年度 平成29年度 担当部署 指導課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

3,342 

成果指標

全国学力・学習状況調査質問紙調査
「授業の内容はよく分かりますか」の回答項目のうち、「当てはまる」「どちらかとい
えば、当てはまる」と回答した児童・生徒の割合
①小学校６年生（国語・算数の平均）
②中学校３年生（国語・数学の平均）

①83.5%
②80.1%

①85.0%
②83.0%

成果指標

全国学力・学習状況調査質問紙調査
「英語の勉強は好きですか」の回答項目のうち、「当てはまる」「どちらかといえば、
当てはまる」と回答した児童・生徒の割合
①小学校６年生
②中学校３年生

①79.2%
②62.8%

①85.0%
②70.0%

成果指標

教師へのアンケート調査において、「①子供たちは、興味をもって新聞を読んでい
た」「②子供たちの力（情報活用能力等）は高まったと思う」「③教師は、新聞を取
り入れた教育活動に努めることができた」と回答した教師の割合

　　　70.7%
※事業評価の
教師アンケート
①～③の前期
合計平均値

　　　　　　　80.0%
※事業評価の教師アンケー
ト①～③の前期合計平均値
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事業名 　 「とわだ未来プロジェクト」キャリア教育推進事業 番号 49

目的 　 教育施策の基本方針「夢・希望・志の実現に向け、生きる力を育む学校教育の充実」を具現するため、各校のキャリア教育活動を推進する。

手段
　 将来（未来）と地域（ふるさと）を事業の柱に据え、外部講師による講演会や、体験学習等を行う。また、ICTを活用した調べ学習や、友達や家庭・地
域に対して自分の考えをアウトプットするなどの表現活動を充実させる。

事業開始年度 平成26年度 担当部署 指導課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

4,800 

事業名  　ICT支援の推進 番号 50

目的 　 ICT機器を活用し、児童・生徒の情報活用能力を育成する。

手段 　 小・中学校にICT支援員を派遣し、ＩＣＴ機器を活用した効果的な授業構成等に係る指導・助言を行う。

事業開始年度 令和４年度 担当部署 指導課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

10,078 

事業名 　 教育相談事業の推進 番号 51

目的 　 子どもの悩み、親や教員が抱える子育て・教育問題の解決に向けた支援を行う。

手段 　 教育相談員を学校へ派遣するほか、教育研修センターにおいて教育相談室及び適応指導教室を開設する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 指導課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

36,749 

成果指標

全国学力・学習状況調査質問紙調査
①「将来の夢や希望をもっていますか」
②「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか」
の回答項目のうち、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児
童・生徒の割合

①82.5%
②76.8%

①90.0%
②85.0%

成果指標

ＩＣＴ活用状況調査の回答項目のうち、「１人１台端末を１日１～２回以上活用して
学習活動を実施した」と回答した学校の割合

77.2% 85.0%

成果指標

全国学力・学習状況調査において、「自分にはよいところがあると思う」と回答した
児童・生徒の割合
①小学校６年生
②中学校３年生

①92.1%
②83.4%

①95.0%
②85.0%
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事業名 　 いじめ防止対策の推進 番号 52

目的  　「十和田市いじめ防止基本方針」に基づき、いじめの未然防止、早期発見、早期対応などの対策を総合的かつ効果的に推進する。

手段
　 「十和田市いじめ問題対策連絡協議会」及び「十和田市いじめ問題対策審議会」を運営するとともに、関係機関と連携した取組により、児童・生徒が
安心して教育を受けられる環境を整備する。

事業開始年度 平成27年度 担当部署 指導課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

298 

事業名 　 「夢への挑戦」講演会の実施 番号 53

目的
　 文化、スポーツ等の第一線で活躍する著名人の経験を通じて、中学生が将来の夢・希望の実現を目指して努力や挑戦をしようとする意欲や態度を
育てる。

手段 　 中学校２年生を対象に「夢への挑戦」講演会を開催する。

事業開始年度 平成26年度 担当部署 指導課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

915 

事業名 　 特別支援教育支援員の配置 番号 54

目的 　 障がいを有する、または介助を要するなど特別な配慮を必要とする児童・生徒の学校生活を支援する。

手段 　 支援を必要とする学校に特別支援教育支援員を派遣する。

事業開始年度 平成18年度 担当部署 教育総務課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

60,791 

成果指標

①いじめ問題対策連絡協議会　開催数
②いじめ問題対策審議会　開催数　　

①１回
②３回

①１回
②３回

成果指標

全国学力・学習状況調査において、「将来の夢や目標をもっている」と回答した中
学校３年生の割合

74.6% 80.0%

成果指標

特別支援教育支援員配置校へのアンケート調査における「とても満足」「やや満
足」の回答割合

アンケート実
施前

94.0%
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事業名  学校施設改修事業 番号 55

目的 　 小・中学校の校舎及び体育館等の施設について、環境改善の工事を実施し、安全・安心な教育環境を確保する。

手段 　 個々の補修では対応できない施設について、大規模又は長寿命化の改修工事等を計画的に行う。

事業開始年度 平成19年度 担当部署 教育総務課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

591,183 

事業名  【新規】ちとせ小学校改築事業 番号 56

目的 　 児童の安全・安心な教育環境の確保と教育の充実を図るため、老朽化が著しいちとせ小学校を改築する。

手段 　 必要に応じて懇談会等を開催し、地域の意見を参考としながら、地域コミュニティの拠点機能も視野に入れた校舎の整備を進める。

事業開始年度 令和６年度 担当部署 教育総務課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

18,169 

事業名 　コミュニティ・スクールの推進 番号 57

目的 　地域全体で子どもたちの成長を支え、地域とともにある学校づくりを進める。

手段 　学校運営協議会等を通じて、保護者や地域住民などの意見を学校運営に反映させる。

事業開始年度 平成28年度 担当部署 指導課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

600 

成果指標

築後30年超の施設改修工事着工校数 ４校 ６校

成果指標

ちとせ小学校基本構想策定、基本設計・実施設計等の実施
スケジュール
及び概算費
用検討

実施設計及び建築確認申請
の完了
　　　（令和12年完了予定）

成果指標

学校運営協議会延開催数（小・中学校20協議会×３回） 60回 60回
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事業名  　家庭教育への支援 番号 58

目的 　 家庭教育の重要性や大人と子どもの関わりについて理解を深めることにより、家庭における教育力の向上を図る。

手段
　 学校や各種団体との連携・協力のもと、講演会やワークショップを通じ、子どもの育ちだけでなく親育ちのための学習機会の提供及び情報提供を行
う。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 スポーツ・生涯学習課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

297 

事業名 　 放課後子ども教室の推進 番号 59

目的
　 小学校の余裕教室やコミュニティセンターなどを活用し、放課後や週末に学びと遊びの場を提供することにより、子どもたちの居場所の確保及び健
全育成を図る。

手段 　 学習アドバイザーを配置し、学習活動やスポーツ・文化活動、地域との交流活動などを実施する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 スポーツ・生涯学習課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

4,930 

事業名 　 読書活動の推進 番号 60

目的 　 読書の楽しさや素晴らしさを広めることにより、子どもたちの読書離れを防ぐとともに図書館の利用向上を図る。

手段
　 幼児から小学低学年までを対象に「おはなし会」を、小学高学年を対象に「子ども司書養成講座」や「子どもビブリオバトル」を実施するなど、成長段
階に合わせた事業を展開する。

事業開始年度 平成25年度 担当部署 市民図書館

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

79 

成果指標

①アンケート調査において、「よく理解できた」「理解できた」と回答した人の割合
②保護者の参加率

①95.6%
②19.6%

①97.0%
②25.0%

成果指標

①登録児童の参加率
②仲よし会設置校における一体型プログラムの実施

　　①70.3%
　　②100%

　　　　　　①75.0%
　　　　　　②100%

成果指標

①児童の図書館利用登録率
②児童が利用した冊数

①28.6％
②21,636冊

　　　　　①30.0％
　　　　　②22,000冊
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基本目標３

すべての市民が健やかに

暮らせるまち（健康・福祉）





事業名  　保健事業の推進 番号 61

目的 　 「第３次健康とわだ21」に基づき、市民の健康増進と生活習慣病の予防を推進し、健康寿命の延伸を図る。

手段  　健康教育、健康相談及び家庭訪問による指導を実施する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 健康増進課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

6,477 

事業名 　 健康応援ポイント事業 番号 62

目的  　健康増進に向けた市民の主体的な取組を支援することで、健康寿命の延伸を図る。

手段 　 スマートフォンの健康アプリを用いた健康記録や情報発信により、働き盛り世代の健康意識の向上と生活習慣病等の予防に努める。

事業開始年度 平成27年度 担当部署 健康増進課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

5,067 

事業名  　健康診査の推進 番号 63

目的 　 生活習慣病の予防及び、がんの早期発見・早期治療を促進し、健康寿命の延伸を図る。

手段
　 健康診査及びがん検診を実施する。また、がん検診受診の開始初期である満40歳の方や、一定年齢の自己負担金を無料化するとともに、機会を
捉えた受診勧奨を行う。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 健康増進課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

97,408 

成果指標

①「学んだことを生活に活かすことができる」と答えた人の割合(健康教育受講者
アンケート調査より)
②日常生活動作が自立している期間の平均（健康寿命）

①86.6％
②男77.97歳
②女83.33歳
（令和３年値）

　　①90.0％
　　②男78.97歳
　 　　女84.33歳

成果指標

健康アプリ登録者数 未実施 1,000人

成果指標

①特定健康診査受診率
②大腸がん検診受診率（40～69歳）

①39.2％
　(令和４年度)
②32.7％

①51.0％
②50.0％
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事業名  　こころの健康づくり 番号 64

目的 　 こころの健康に関する正しい知識の普及啓発と互いに支え合う地域づくりを推進し、自殺の未然防止を図る。

手段
　 相談体制の拡充、悩んでいる人に気づいて声を掛け専門機関につなぐゲートキーパー等の人材育成や、中学生を対象としたSOSの出し方教育等
の若年層対策等を実施する。

事業開始年度 平成23年度 担当部署 健康増進課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

1,349 

事業名 　 十和田湖診療所の体制の充実 番号 65

目的 　 十和田湖畔地域住民の医療を確保する。

手段 　 十和田湖診療所を継続開設し、安定的な医療を提供する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 十和田湖診療所

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

38,621 

事業名 　 中央病院の医師確保 番号 66

目的 　 上十三地域の中核病院として安全・安心な医療を提供するとともに、病院経営の健全化を図る。

手段
　 関連大学の医局などに対し常勤医師派遣を要請するほか、臨床研修医の定員を確保するとともに、県や医師斡旋会社を介した人材確保に努め
る。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 業務課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

61,115 

成果指標

①自殺死亡率（人口10万対）
②ゲートキーパー養成講座受講者数（累計）

①23.5
（直近令和３年値）

②1,105人

　　①18.4
　　②1,200人

成果指標

十和田湖診療所開設日数 106日 140日

成果指標

①医師1人による診療科の数
②臨床研修医の確保

　　　①１科
　　　②５人

　　　　　　　①０科
　　　　　　　②６人

22



事業名 　 一般介護予防 番号 67

目的 　 高齢者自身が健康的で自立した生活を意欲的に継続できるよう支援する。

手段
 　高齢者の介護予防に関する知識を深めるとともに地域住民の交流を図るため、公共施設や集会所を活用した介護予防教室、健康づくりの場などを
開催する。

事業開始年度 平成18年度 担当部署 高齢介護課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

24,818 

事業名  　介護予防・日常生活支援 番号 68

目的 　 地域の実情に応じた多様なサービスを提供することにより、要支援状態の維持、改善を図る。

手段
 　訪問型サービス、通所型サービス及び介護予防ケアマネジメント事業を実施することにより、要支援者などに対する効果的かつ効率的な支援を行
う。

事業開始年度 平成29年度 担当部署 高齢介護課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

135,378 

事業名 　 包括的・継続的な支援体制の構築 番号 69

目的 　 高齢者に関わる相談を総合的に受け止め、包括的・継続的な支援を行う体制を構築し、適切なサービスを提供する。

手段
　 支援を必要とする高齢者の早期発見・対応に努め、状況の変化に応じたケアマネジメントが行えるよう、介護支援専門員や地域包括支援センター
への支援を行うとともに、判断能力が不十分な認知症高齢者等の権利を守るために成年後見制度の普及啓発、相談支援を行う。

事業開始年度 平成18年度 担当部署 高齢介護課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

76,437 

成果指標

①地域介護予防教室延参加者数
②いきいき体操延参加者数

①2,172人
②5,100人

①3,250人
②6,600人

成果指標

65歳以上の高齢者に占める要支援認定者の割合
R５.９月末　65歳以上の人口    20,542人
　 　　　　　　要支援１・２         　　　433人

2.1% 2.1%以下

成果指標

①新規相談件数
②延べ対応回数
③成年後見センター相談件数
④成年後見センター対応回数

　①1,182件
　②5,583件
　③67件
　④346件

　　　　　①1,200件
　　　　　②6,500回
　　　　　③90件
　　　　　④500回
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事業名  　介護保険の安定運営 番号 70

目的 　 介護を必要とする高齢者等が、適切な介護サービスを受けられるよう介護保険事業費の効率化、安定運営を図る。

手段
　 要介護認定者に対し、過不足なく適切な介護サービス計画が立てられているか、ケアプラン点検を実施し、適正な介護保険給付を行う。居宅介護
支援事業者向けにサービス利用者の自立につながる研修会を開催する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 高齢介護課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

7,316,934 

事業名 　 認知症高齢者総合支援 番号 71

目的 　 認知症の早期発見・早期対応や相談体制の強化により、認知症高齢者やその家族を見守り支え合える地域づくりを推進する。

手段
　 初期集中支援推進事業、地域支援・ケア向上事業及び認知症サポーター養成事業により、認知症高齢者やその家族の不安や負担の軽減等を図
るため、認知症に関する正しい知識の普及啓発を行う。

事業開始年度 平成29年度 担当部署 高齢介護課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

6,023 

事業名 　 老人クラブ活動の支援 番号 72

目的 　 老人クラブ活動に対する支援を通じ、高齢者の生きがいや健康づくりを推進する。

手段
　 老人クラブが行う社会奉仕活動、教養講座、健康増進事業等に補助金を交付するほか、活動の活性化のため老人福祉バスの運行や情報発信を
行う。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 高齢介護課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

14,652 

成果指標

在宅サービスの利用率（居宅介護サービス利用者数／要介護認定者数） 71.7% 72.0%

成果指標

認知症サポーター数（新規） 392人 460人

成果指標

老人クラブ会員数 834人 900人
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事業名  　高齢者の見守り 番号 73

目的
　 認知症等による徘徊高齢者の早期発見・早期対応や高齢者の見守りに関する相談体制の強化により、認知症高齢者やその家族を見守り支え合
える地域づくりを推進する。

手段
　 GPS端末利用の導入費用の補助や、ＳＮＳ等を活用した情報の配信により、行方不明者等の早期発見に努める。また、「高齢者あんしん見守り協
力隊」の充実に向けた啓発活動を行う。

事業開始年度 平成29年度 担当部署 高齢介護課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

662 

事業名  　緊急通報体制等整備 番号 74

目的  　高齢者の在宅生活における急病又は災害等の緊急時における、迅速かつ適切な医療活動等の体制を整備する。

手段
　 在宅の高齢者に対して救急医療情報キットを無償配付する。また、青森県社会福祉協議会の福祉安心電話サービス事業利用に要する経費の一
部を補助する。

事業開始年度 令和２年度 担当部署 高齢介護課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

1,210 

事業名 　 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施 番号 75

目的 　 高齢者の健康寿命の延伸と医療費及び介護給付費の抑制を図る。

手段
　 医療専門職によるフレイル等疾病予防及び重症化予防等の保健指導を実施するほか、健康状態が不明な高齢者を対象とした個別訪問支援を実
施する。

事業開始年度 令和２年度 担当部署 国民健康保険課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

4,770 

成果指標

①駒らん情報メール、市LINEアカウントの行方不明者情報の受信設定者数（累
計）
②「高齢者あんしん見守り協力隊」登録数

①1,473人
①（暫定）
②250団体

　　　　　①2,500人
　　　　　②280団体

成果指標

救急医療情報キット配付数 249件 300件

成果指標

①国保データベース（ＫＤＢ）システムにおける平均自立期間
②一人当たり外来医療費の抑制

①男性77.4歳
　 女性83.2歳
②前年度比1,133
円増

  ①男性77.8歳
　   女性83.5歳
  ②前年度比2,000円以下
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事業名 　 自立支援給付及び地域生活支援 番号 76

目的 　 障がい者が自立した生活を営むことができるよう、福祉サービスの充実を図る。

手段
　 介護給付、訓練等給付、自立支援医療及び補装具を給付するとともに、相談支援事業、日常生活用具給付など利用者の状況に応じた各種事業を
実施する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 生活福祉課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

1,851,517 

事業名  　意思疎通支援 番号 77

目的 　 手話又は要約筆記による意思疎通や情報を得る機会を拡大し、聴覚障がい者の社会参加の推進及び意思疎通支援の向上を図る。

手段
　 聴覚障がい者に対し、必要に応じて意思疎通支援者を派遣するほか、手話奉仕員養成研修講座を通じて、手話奉仕員及び講師の育成を支援をす
る。

事業開始年度 令和２年度 担当部署 生活福祉課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

9,743 

事業名  　医療的ケア児等への支援 番号 78

目的  　医療的ケア児等が切れ目のない支援を適切に受けられるように、支援体制の整備を図る。

手段 　 個別の状況を確認し、希望に応じて医療的ケア児等コーディネーターを配置する。

事業開始年度 令和５年度 担当部署 生活福祉課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

1,569 

成果指標

①自立支援給付利用者数
②地域生活支援事業利用者数

①2,441人
②1,799人

①2,600人
②2,000人

成果指標

①意思疎通支援者の派遣回数
②手話奉仕員養成講座受講者数

　　①356回
　　②33人

　　　　　　①400回
　　　　　　②20人

成果指標

コーディネーター配置率（配置件数÷配置希望件数） 100% 100%
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事業名  　子どもの発達支援 番号 79

目的 　 発達障がいやその特性のある子ども等の早期把握・早期支援を行う。

手段 　 巡回支援専門員が保育所等を訪問し、保育所等職員や保護者に対して、療育等に向けた助言等を行う。

事業開始年度 令和５年度 担当部署 生活福祉課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

2,057 

事業名  　障がい者等の理解促進に向けた研修・啓発 番号 80

目的 　 障がいや障がい者に対する正しい理解と支援を促すための意識啓発や、虐待の防止や障がいを理由とする差別の解消を図る。

手段 　 障がいのある人とない人が交流を深めるための機会を提供する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 生活福祉課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

94 

事業名  　就労継続支援 番号 81

目的 　 障がい者の就労を支援する。

手段 　 就労が困難な障がい者に対して、就労に必要な知識及び能力の向上を支援するとともに、雇用の機会を提供する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 生活福祉課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

626,033 

成果指標

巡回率（実施数÷依頼数） 100% 100%

成果指標

行事等に参加した事業所・団体数
０

事業所・団体
15

事業所・団体

成果指標

就労継続支援利用者数 375人 380人
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事業名  　地域福祉活動の増進 番号 82

目的 　 市民一人一人が福祉を理解し、互いに支え合う地域づくりを推進し、地域福祉の増進を図る。

手段 　 十和田市民生委員児童委員協議会をはじめとする福祉関係団体の役割を広く周知するとともに、その活動を支援する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 生活福祉課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

10,215 

事業名  　福祉ボランティア活動への参加促進 番号 83

目的 　 市民の福祉ボランティア活動への参加を促進する。

手段
　 広報紙やリーフレットの作成、各種講座の開催などにより意識の醸成を図るとともに、十和田市社会福祉協議会と連携して、地域福祉の担い手とな
るインストラクターを育成する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 生活福祉課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

０

事業名  　生活困窮者自立支援 番号 84

目的 　 生活困窮者の実態に応じた指導及び援助を継続的に実施することにより、経済的・社会的な自立を目指す。

手段 　 生活困窮者の就労支援を強化するとともに、相談・支援体制の充実により、困窮状態からの自立を促進する。

事業開始年度 平成27年度 担当部署 生活福祉課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

11,512 

成果指標

民生委員・児童委員の充足率 95.9% 100%

成果指標

福祉教育インストラクター数 ０人 20人

成果指標

就労プラン作成者の就労・増収率（就労増収者数/就労支援従事者数） 33.3% 50.0%
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事業名 　 国民健康保険税の徴収対策 番号 85

目的 　 国民健康保険税の適正かつ公平な徴収により、安定的な運営を図る。

手段
　 キャッシュレス収納やコンビニエンスストア収納等により、納税者の利便性の向上を図るとともに、滞納処分等の徴収対策により、収納率の向上に
取り組む。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 収納課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

12,505 

事業名 　 国民健康保険の安定運営 番号 86

目的 　 被保険者が安心して医療サービスを受けられるよう、国民健康保険財政の安定的な運営を図る。

手段
　 特定健康診査及び特定保健指導実施による生活習慣病の予防、重複・頻回受診者に対する訪問指導や後発医薬品の使用促進等により、医療費
の適正化を推進する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 国民健康保険課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

78,139 

事業名  　国民年金制度の啓発 番号 87

目的 　 市民の年金受給権確保に向けて、国民年金制度の普及啓発を推進し、納付率の向上を図る。

手段
　日本年金機構や年金事務所などの関係機関と連携し、 国民年金制度や免除申請などの適切な手続きについて、広報やホームページの活用、案
内送付などにより周知を図る。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 市民課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

2,900 

成果指標

国民健康保険税における
①現年度分収納率
②滞納繰越分収納率

①73.7％
②19.6％

①95.0％
②20.0％

成果指標

①特定健康診査受診率
②ジェネリック医薬品（後発医薬品）の使用割合

①39.2％
（令和４年度
法定報告値）
②84.5％
（11月分）

①51.0％
②85.0％

成果指標

国民年金保険料納付率 80.9% 82.4%
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基本目標４

だれもが楽しく学び、豊かな

心と文化が息づくまち

（生涯学習・文化・スポーツ）





事業名  　各種講座の開設 番号 88

目的 　 市民の主体的な生涯学習活動を支援し、学習意欲を高めることにより、心豊かな生活の実現を目指す。

手段 　 「とわだ市民カレッジ」、「北里大学公開講座」など、市民の多様なニーズやライフステージに応じた各種講座を開催し、学習機会を提供する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 スポーツ・生涯学習課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

7,350 

事業名 　 寺子屋稲生塾 番号 89

目的 　 先人の開拓精神や故郷の良さを学ぶことにより、子どもたちの郷土愛を育むとともに、将来の十和田市を支える人づくりを推進する。

手段 　 小学生高学年を対象に、歴史、文化、自然を主なテーマとした体験学習の場「寺子屋稲生塾」を開設する。

事業開始年度 平成22年度 担当部署 スポーツ・生涯学習課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

790 

事業名  　とわだ子ども議会 番号 90

目的
　 子どもたちに議会や行政の仕組みを知ってもらい、政治に関心を持つ機会を作り、質問を通して自分たちの住んでいる十和田市について考え、郷
土を愛する心情を育むとともに、子どもの意見に耳を傾け、まちづくりに活かす機会とする。

手段 　 児童・生徒を対象に市政や議会の仕組みを学ぶ勉強会を開催するとともに、実際に議場で質問などを行い、議会を模擬体験する。

事業開始年度 平成25年度 担当部署 スポーツ・生涯学習課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

36 

成果指標

アンケート調査において、学習の成果を「生かせる」と回答した受講者の割合
（市民カレッジ）

92.9% 94.8%

成果指標

①「ふるさと（十和田市）を好きになった、関心を持った」と回答した参加者の割合
【学びの成果】
②「稲生塾で学んだことを他の人に教えた」と回答した参加者の割合【学びの伝
播・波及】

　　①100%
　　②－

①100%
②100%

成果指標

①「十和田市や政治・行政への関心を持った（関心が高まった）」と回答した参加
者の割合【学びの成果】
②「子ども議会を通じて知ったことを他の人に教えた」と回答した参加者の割合
【学びの伝播・波及】

－
①100%
②100%
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事業名  　市民文化活動への支援 番号 91

目的 　 市民の芸術文化活動を支援することにより、文化に対する意識の醸成を図る。

手段
　 市民との協働により市民文化祭を開催するなど、多くの市民が芸術文化に触れる機会を設けるとともに、文化向上に寄与した個人・団体を表彰す
る。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 スポーツ・生涯学習課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

107,680 

事業名  　【新規】市史編さん事業 番号 92

目的  　本市の歴史や文化を市民の共有財産として後世に伝えるとともに、郷土への愛着を深める。

手段 　 市史編さんに取り組む組織を立ち上げ、市の歴史に関する資料の収集・整理及び調査・研究を行った上で、新たな市史を編さんする。

事業開始年度 令和５年度 担当部署 スポーツ・生涯学習課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

13,822 

事業名  　文化遺産の保存と活用 番号 93

目的 　 文化財愛護精神の普及啓発とともに、伝承活動の活発化と後継者育成を促進することにより、地域の貴重な文化遺産の保存・活用を図る。

手段
　 特別名勝及び天然記念物「十和田湖および奥入瀬渓流」をはじめとする文化財の保護、活用に取り組むとともに、文化財保護団体の活動支援に努
める。また、市伝統芸能協会と連携し「伝統芸能まつり」を開催する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 スポーツ・生涯学習課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

4,967 

成果指標

①開催期間１日あたりの市民文化祭平均来場者数
②市民一人当たり市民文化センター・生涯学習センター年間利用回数

①1,043.5人
②未集計

　　　　　　　①1,000人
　　　　　　　②1.9回

成果指標

新十和田市史全７巻うち
別編『十和田湖』刊行

基本方針
策定

 別編 『十和田湖』刊行
（令和９年度）

成果指標

伝統芸能まつり入場者数
－

（２月実施）
650人
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事業名  　郷土館及び十和田湖民俗資料館の充実 番号 94

目的 　 市の歴史と文化に関する資料や民俗資料の保存と活用を進め、郷土についての包括的な学習機会の確保を図る。

手段
 　郷土館及び十和田湖民俗資料館並びに国指定重要文化財である旧笠石家住宅の適正な運営及び維持管理を行う。また、市内小中学校を対象に
移動郷土館、子ども見学体験事業を実施する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 スポーツ・生涯学習課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

11,365 

事業名 　 ライフステージに応じたスポーツ活動への参画促進 番号 95

目的 　 市民がスポーツを「する」「みる」「ささえる」という形で関わることで、スポーツ活動への参画促進を図る。

手段 　 市民一人一人のライフステージに応じた健康づくりを進めるため、とわだ駒街道マラソン大会や各種スポーツ教室などを開催する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 スポーツ・生涯学習課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

4,800 

事業名  　相撲場の整備 番号 96

目的 　  令和８年度に開催される第80回国民スポーツ大会及び第25回全国障害者スポーツ大会の開催に向け、相撲場を整備する。

手段 　 相撲場上屋等の改築工事を実施する。

事業開始年度 令和３年度 担当部署 スポーツ・生涯学習課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

627,690 

成果指標

①移動郷土館実施校数
②子ども見学体験事業実施校数

　　①10校
　　②４校

　　　　　　①10校
　　　　　　②６校

成果指標

とわだ駒街道マラソン大会の参加者数 895人
（うち市民334人）

950人
（うち市民360人）

成果指標

施設の工事進捗率 21.8%
100%

令和６年度供用開始予定
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事業名 　 【新規】総合体育センター長寿命化改修事業 番号 97

目的
　 令和８年度に開催される第80回国民スポーツ大会及び第25回全国障害者スポーツ大会の開催に向け、競技会場となる総合体育センターの改修を
行い、スポーツ活動の充実を図る。

手段 　 競技会場となる体育センターの床、照明設備を更新するとともに、その他大規模改修を行う。

事業開始年度 令和5年度 担当部署 スポーツ・生涯学習課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

692,079 

成果指標

総合体育センターの改修 実施設計 改修工事終了

33



基本目標５

地域で助け合い、災害に強く

犯罪のない、安全・安心な

まち（安全・安心）





事業名  　消防団施設等の整備 番号 98

目的 　 地域住民の生命と財産を守るための体制づくりを推進する。

手段
 　消防団施設の老朽化、周辺環境等に応じて消防屯所を整備するとともに、地域の消防・防災活動を行う消防団車両を更新する。また、消防団活動
に必要な消防備品を整備する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 総務課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

108,912 

事業名 自主防災組織の育成 番号 99

目的 　地域住民の防災意識の高揚と地域防災力の向上を図る。

手段 　自主防災組織の設立を促進するため、設立団体に対し防災資機材などの整備費を助成する。

事業開始年度 平成25年度 担当部署 総務課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

1,800 

事業名  　災害時における避難体制の整備 番号 100

目的 　 災害発生時に備え、避難行動要支援者の支援体制を整備する。

手段 　 避難行動要支援者名簿を作成の上、関係機関で共有し、災害発生時の安否確認に活用する。

事業開始年度 平成21年度 担当部署 生活福祉課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

14,042 

成果指標

①消防屯所改築数
②消防団車両数
③消防備品数（フローティングストレーナー）（累計）

①０箇所
(工期：令和５年６月19日～
令和６年２月29日)
②０台 
(令和５年５月１日契約済
み)
(令和６年度納車予定)
③０台(３台）
(令和６年３月に３台納入
予定)

　　　　　　①１箇所
　　　　　　②１台
　　　　　　③23台

成果指標

自主防災組織の
①世帯カバー率（婦人防火クラブを含む）
②組織数

　　①46.1％
　　②69団体

　　　　　　　①50.2％
　　　　　　　②78団体

成果指標

名簿作成率 14.9% 25.0%
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事業名  　消防水利の整備 番号 101

目的 　 災害時に想定される被害を軽減するための体制づくりを推進する。

手段  　計画的に、消火栓の整備を行う。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 総務課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

11,000 

事業名  　非常用物資の備蓄 番号 102

目的 　 災害時に避難者が安心して生活できるための体制づくりを構築する。

手段 　 「十和田市地域防災計画」に基づき、備蓄物資の計画的な整備、更新を行う。

事業開始年度 平成29年度 担当部署 総務課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現

在）
令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

5,869 

事業名 　 防犯活動の推進 番号 103

目的 　 防犯意識の向上を図るとともに、犯罪のない安全・安心なまちづくりを推進する。

手段 　 防犯灯及び防犯カメラの維持管理や防犯活動を行う各団体への支援等、地域の安全活動への取組を支援する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（11月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

31,462 

成果指標

消火栓設置基数（累計） 1,195基 1,204基

成果指標

災害時想定避難者の備蓄物資（累計)
①マットレス　②災害用トイレ

①マットレス　
95(115)枚
②災害用トイレ
5,300袋
※( ）年度末ま
でに購入予定
の数量　

　①マットレス  720枚
　②災害用トイレ 49,500枚 

成果指標

刑法犯認知件数（暦年） 198件 110件
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事業名  　市民相談の開設 番号 104

目的 　 市民の日常生活における様々な問題解決の一助となるよう、相談窓口を整備する。

手段 　 市民のニーズに合わせて、法律相談、司法書士相談などの無料相談を開設する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

420 

事業名 　 交通安全対策の実施 番号 105

目的 　 交通事故のない安全・安心なまちづくりを推進する。

手段
 　関係団体と連携した交通安全教室の開催や街頭啓発活動により、交通ルールの遵守と交通マナーを普及啓発する。また、交通事故防止策として
高齢者の運転免許証の自主返納を支援する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

9,959 

事業名  　セーフコミュニティの推進 番号 106

目的 　 事故やけがを防止するため、市民及び関係機関との協働によりセーフコミュニティ活動を推進する。

手段 　 データを科学的に検証し、関係機関等と情報共有するほか、セーフコミュニティの意識啓発や周知強化を行う。

事業開始年度 平成21年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

12,819 

成果指標

①法律相談件数
②司法書士相談件数

①57件
②16件

①84件
②24件

成果指標

交通事故発生件数（人身事故件数) 112件 120件

成果指標

事故やけがによる救急搬送件数 293件 320件
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事業名  　【新規】犯罪被害者等支援事業 番号 107

目的 　 犯罪被害者等に必要な支援をすることで、市民が安心して暮らすことのできる社会の実現に寄与する。

手段
　 犯罪等の被害にあった市民からの相談に応じ支援に関する情報を提供するとともに、見舞金等の支給を行う。また、市民や事業者に対して犯罪被
害者等支援についての啓発を行う。

事業開始年度 令和６年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

1,200 

事業名  　青少年育成対策 番号 108

目的 　 非行防止対策により、青少年の健全な育成を図る。

手段 　 青少年補導委員による巡回補導活動を実施し、少年犯罪の未然防止や早期発見、早期対応に取り組む。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

217 

事業名  　新たな広域的コミュニティ活動支援 番号 109

目的 　 地域の暮らしを支えるコミュニティ組織の立ち上げや人材の育成などの基盤強化により、コミュニティ活動の活性化を図る。

手段
　 概ね小学校区を単位とするコミュニティ活動を支援するとともに、更なる組織化に向け、地域づくりの専門家を招いて地域づくり座談会を開催し、地
域住民の理解と機運の醸成を図る。

事業開始年度 平成28年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

6,448 

成果指標

市民・事業者への啓発活動件数
（市広報、研修会、ふるさと出前きらめき講座）

－ ５件

成果指標

巡回補導活動時の補導件数
※巡回補導活動における補導とは、声掛け・注意のこと

０件 ０件

成果指標

広域コミュニティ数 ５団体 ７団体
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事業名 　 町内会活動への支援 番号 110

目的 　 地域コミュニティ機能の維持・増進を図り、地域住民が主体となるまちづくりを推進する。

手段 　 町内会の活動を支援するとともに、活動拠点となる集会施設の環境整備を進めることにより、地域コミュニティの強化を図る。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

2,000 

事業名 　 移住・定住支援事業 番号 111

目的 　 移住・定住人口の拡大に向け受入体制の強化充実を図るとともに、若年世代の経済的支援により地元への定着を促進する。

手段
　 移住・定住に係る積極的な情報発信や相談対応に取り組むとともに、住宅取得等の補助事業等や若年世代を対象とした奨学金返還支援事業を実
施する。

事業開始年度 平成27年度 担当部署 政策財政課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

157,611 

事業名  　結婚・婚活支援事業 番号 112

目的 　 結婚を希望する独身男女の出会いを応援し、結婚を促進する。

手段 　 出会い・結婚への支援として婚活イベント等の開催や新婚世帯への補助事業を実施する。

事業開始年度 令和４年度 担当部署 政策財政課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

11,187 

成果指標

①集会施設トイレ水洗化・洋式化率
②集会施設照明器具ＬＥＤ化率

①64.1%
  （83/134）
②11.8%
  （4/34）

　　　　　①71.6%
　　　　　　（96/134）
　　　　　②71.6%
　　　　　　（96/134）

成果指標

①社会増減数（１月～12月合計等）
②移住定住事業の利用世帯数
③奨学金返還支援事業補助件数

　①▲22人
　②83世帯
　③87件

　　　　　　①30人
　　　　　　②90世帯
　　　　　　③150件

成果指標

婚姻率（年間婚姻届出件数÷市人口（10月１日現在）×1,000）
2.6

(令和４年)
3.0

（令和７年）
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事業名 　 都市間交流の推進 番号 113

目的 　 より多くの人たちと幅広い分野での交流を深めることにより、地域への新しいひとの流れをつくる。

手段 　 岩手県花巻市との友好都市交流や高知県土佐町との姉妹都市交流など、多様な都市間交流を推進し、交流人口の拡大に努める。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

760 

事業名  　小学生交流事業の充実 番号 114

目的 　 友好都市などとの交流を通じて、市の歴史を再確認し郷土理解を深めることにより、次代を担う青少年の健全育成を図る。

手段 　 小学生を対象とした「花巻友好都市交流」、「日本三大開拓地交流」、「土佐町親善交流」事業を実施する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 スポーツ・生涯学習課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

5,585 

事業名  　国際交流の推進 番号 115

目的
　 外国人住民が安心して生活し、活躍できる多文化共生社会の推進を図るとともに、異文化交流などの国際交流活動により、市民の国際感覚の育
成を目指す。

手段 　 外国人住民のニーズに対応した多言語による生活情報の発信、国際交流活動への支援を行う。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

176 

成果指標

都市・国際交流事業への参加者数 20人 210人

成果指標

①交流事業で覚えたことを今後の学習や生活に「生かせる」と回答した参加者の
割合【学びの活用】
②これから５、６年生になる人にこの交流事業を「絶対すすめる」と回答した参加
者の割合【プログラムの充実度】
③交流を今後も続けたいと回答した参加者の割合【関係人口の創出】

　　①95.5%
　　②81.8%
　　③－

　　　　　　　①94.8%
　　　　　　　②90.0%
　　　　　　　③90.0%

成果指標

多言語生活情報ページの閲覧回数 140回 436回
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事業名 　 空き家等対策 番号 116

目的 　 特定空家や危険空き家等の適正管理を促し、市民の安全・安心な暮らしを守る。

手段
　 空家等対策計画に基づき、苦情がある管理不全な空き家の所有者等に対し利活用や適正な管理に係る助言又は指導を行う。さらに、特定空家等
の解体撤去費助成により空き家の解体を推進する。

事業開始年度 平成28年度 担当部署 都市整備建築課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

7,500 

事業名 　 空き家の利活用促進 番号 117

目的 　 空き家を有効活用することで、良好な地域景観を維持するとともに、治安や生活環境の悪化を防ぐ。

手段 　 空き家バンク制度の活用を促進する。

事業開始年度 平成28年度 担当部署 都市整備建築課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

1,500 

事業名  　消費生活センターの充実 番号 118

目的 　 消費生活相談窓口の充実強化や消費者教育の推進により、消費者問題の解決や消費者被害を未然に防止し、消費者の安全・安心を確保する。

手段 　 消費生活センターにおいて、相談体制を確立するとともに、相談・助言等を通じて消費者への意識啓発を行う。

事業開始年度 平成23年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

7,068 

成果指標

空家等解体撤去費補助金利用件数 ８件 15件

成果指標

①空き家バンクの登録件数
②空き家バンク物件の成約数

①９件
②４件

①15件
②10件

成果指標

消費生活講座等啓発活動の実施回数 ４回 ４回
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基本目標６

ゆとりと潤いあふれる

暮らしを実感できるまち

（環境）





事業名  　環境保全団体の育成 番号 119

目的 　 自然環境を保全するとともに、自然環境保護に対する意識の高揚を図る。

手段  　奥入瀬川流域や名水地を中心とした環境保全活動に取り組むほか、自然環境保護に係る周知や環境保全団体の育成等支援を行う。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

958 

事業名    公害発生防止対策 番号 120

目的 　 公害の発生防止及び早期発見により、市民の快適で安全・安心な暮らしを守る。

手段 　 公害苦情への対応、公害防止協定の締結及び遵守に係る指導を行う。また、自動車騒音常時監視業務を実施する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

19,487 

事業名  　カラス被害対策 番号 121

目的 　 生活環境を保全し、市民の快適で安全・安心な暮らしを守る。

手段 　 カラス苦情に応じて、捕獲檻の設置やカラス追払いグッズの貸出を行うとともに、県の行動域調査に協力し、駆除、撃退を試みる。

事業開始年度 平成26年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

202 

成果指標

①奥入瀬川クリーン作戦参加者数
②名水地（５箇所）の苦情件数

   ①119名
   ②１件

              ①300名
              ②０件

成果指標

公害発生件数 ０件 ０件

成果指標

カラスの苦情相談件数 29件 20件以下
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事業名 　 飼い犬マナー向上対策 番号 122

目的  　公衆衛生の向上や狂犬病の予防を図る。

手段 　 飼い犬の登録及び狂犬病予防注射の必要性について市民へ周知するとともに、飼い主に対して適正飼育についての啓発を行う。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

2,245 

事業名 　 公園施設の整備 番号 123

目的 　 市民が安全で快適に利用できるよう、都市公園や保全地区などの適正な維持管理を行う。

手段 　 都市公園や保全地区などの遊具の安全点検や施設・設備の修繕、高木化樹木の剪定等の維持管理を計画的に実施する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 都市整備建築課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

171,474 

事業名 　 市民参加による緑化の推進 番号 124

目的 　 生活に潤いと安らぎを与える緑化や花壇整備などにより、美化運動についての意識の高揚を図り、市民参加による緑と花のまちづくりを推進する。

手段 　 市民との交流を図るオープンガーデン事業及び緑化関連団体との協働による環境緑化まつりなどの事業を実施する。

事業開始年度 平成20年度 担当部署 都市整備建築課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

629 

成果指標

犬の苦情相談件数 14件 10件以下

成果指標

遊具事故の発生件数 ０件 ０件

成果指標

①オープンガーデンとわだ参加数
②環境緑化まつり参加数

①18件
　②７団体

　　　　　　 ①18件
　　　　　　 ②７団体
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事業名  　【新規】脱炭素化の推進 番号 125

目的 　 2050年カーボンニュートラルの実現に向け、2030年度における温室効果ガス排出量を2013年度に比べ46％削減する。

手段  　市全体の削減計画となる地方公共団体実行計画（区域施策編）を策定するほか、公共施設における脱炭素化を推進する。

事業開始年度 令和６年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

9,001 

事業名  　ごみの減量化・資源化と再利用の推進 番号 126

目的 　 ごみの発生抑制、再利用及び再生利用を推進し、循環型社会の形成を構築する。

手段
　 「第５次十和田市ごみ減量行動計画」に基づき、市民意識の向上を図るとともに、不要となった衣類や小型家電の回収、リサイクルを実施すること
により、ごみの減量、資源化と再利用に取り組む。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

4,166 

成果指標

公共施設における照明のＬＥＤ化（累計） 22.0% 照明のLED化率50.0％以上

成果指標

①リサイクル率
※年度途中でのリサイクル率算定不可
②一人１日当たりのごみ排出量

①算定不可
②978g

　　　　　　①20.0%
　　　　　　②934g
（第５次ごみ減量行動計画目
標値予定）
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基本目標７

快適な暮らしや活発な経済

活動を支える都市基盤が

整ったまち（都市基盤）





事業名 　 市営住宅の整備 番号 127

目的 　 老朽化した市営住宅、金崎Ａ団地、金崎Ｂ団地、上平団地について、立地適正化計画に基づく居住誘導区域内への集約・建替を図る。

手段 　 民間の資金や技術力などを活用したＰＦＩにより事業を推進する。

事業開始年度 令和元年度 担当部署 都市整備建築課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

3,377,561 

事業名  　集落体制の整備 番号 128

目的 　 農地などの保全管理及び環境整備に地域共同で取り組むことにより、集落体制の強化と活性化を図る。

手段
　 水路の草刈りや泥上げ及び農道の砂利補充など、畑地化しない農地や農業用用排水路の基礎的な保全管理と農村景観の保全に向けた普及啓
発活動を共同で行う組織や、老朽化が進む農業用用排水路などの施設の長寿命化のための補修・更新等の活動を行う組織を支援する。

事業開始年度 平成24年度 担当部署 農林畜産課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

253,780 

事業名 　 公共交通の維持・確保 番号 129

目的 　 市民の移動手段として必要不可欠である路線バスなどの公共交通の維持・確保を図る。

手段
　 十和田市地域公共交通計画に基づき、市街地循環バス等や予約制乗合タクシーの運行、公共交通空白地有償運送事業者や民間の路線バス事
業者への補助などの各種取組を推進する。

事業開始年度 平成21年度 担当部署 政策財政課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

156,719 

成果指標

市営住宅の建替
　　　建設
(北園・
 瀬戸山団地)

既設団地解体
（金崎Ａ・金崎Ｂ・上平）

成果指標

活動対象農用地面積 4,194.0ha 4,095.0ha

成果指標

公共交通の総利用者数 760,689人 756,000人
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事業名 　 道路及び橋梁の整備 番号 130

目的 　 安全で良好な道路環境を整備する。

手段
　 地域の特性や道路の現状、市民からの要望などを考慮し、必要性が高い路線を絞り込むとともに、コスト軽減を意識しながら道路整備及び橋梁点
検を実施する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 土木課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

1,583,983 

事業名 　 道路整備パートナーシップ 番号 131

目的 　 地域の要望・特性に適合した道路整備を実施することにより、道路の安全性を確保する。

手段 　 町内会が事業主体となり、行政・企業との協働による道路整備を実施する。

事業開始年度 平成23年度 担当部署 土木課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

9,988 

事業名  　上水道の安定運営 番号 132

目的 　 上水道施設運営の効率化と水道水の安定供給を図る。

手段 　 十和田市水道事業経営戦略に基づき、老朽化状況等に応じて上水道施設及び管路を効率的に更新する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 水道課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

1,046,296 

成果指標

①改良済延長の対前年度比
②舗装済延長の対前年度比
③橋梁の定期点検実施率
　（全198橋、第２期 令和元年～令和５年）

　 ①0.4％増
　 ②0.2％増
　 ③100％

　　　　　　①0.8％増
　　　　　　②0.8％増
　　　　　　③60.0％

成果指標

整備箇所 ２箇所 １箇所

成果指標

耐震適合率（耐震適合管路延長／全体管路延長） 40.8% 42.0%
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事業名 　 下水道の整備 番号 133

目的 　 下水道施設の整備を進め、快適な住環境と湖や河川など公共用水域の水質保全を図る。

手段
　 「十和田市下水道整備基本計画」に基づき、公共下水道認可計画区域の整備を進める。また、集合処理区域外は、市が設置・管理する浄化槽の
整備を推進する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 下水道課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

904,948 

成果指標

①汚水処理人口普及率
②汚水処理人口水洗化率

①90.7%
②89.3%

①95.2%
②92.3%
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基本目標８

地域経済社会の持続的な

発展を支える強固な経営

基盤が確立したまち

（自治体経営）





事業名 　 元気な十和田市づくり市民活動支援 番号 134

目的 　 市民による自主的、公益性のあるまちづくり活動を支援し、協働によるまちづくりを推進する。

手段
　 地域課題の解決や地域連携の促進に取り組む市民団体などの活動に補助金を交付するほか、公益的な市民活動に伴う傷害事故や損害賠償に
対応する保険に加入する。

事業開始年度 平成23年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

4,450 

事業名  　市民交流プラザの利活用の促進 番号 135

目的 　 市民交流の促進と、にぎわい創出の拠点施設である市民交流プラザを活用し、様々な市民活動のより一層の充実を図る。

手段 　 幅広く市民が集い、様々な活動を通じて交流・連携を深める施設として、市民交流プラザの周知と利便性の向上に取り組む。

事業開始年度 平成26年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

52,008 

事業名  　広報紙等の充実 番号 136

目的
　 広報紙などの様々な広報媒体を活用し、市政情報を迅速かつ分かりやすく発信することにより、市民が自ら進んで市政やまちづくりに参画できる環
境を整備する。

手段  　市の広報紙「広報とわだ」を毎月１回定期発行するとともに、市ホームページやＳＮＳ等の活用によりタイムリーな情報を市民へ発信する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 総務課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

43,790 

成果指標

補助金の活用後にも、継続して活動している団体の割合 71.7％ 84.1％

成果指標

市民交流プラザの利用率 38.9% 73.0%

成果指標

広報とわだアンケートの「紙面の内容は分かりやすいですか」の回答項目のうち、
「分かりやすい」と回答した人の割合

未実施 50.0%以上
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事業名  　人権擁護の推進 番号 137

目的  　人権に係る教育や啓発活動を推進するため、人権擁護体制の充実により、市民意識の高揚を図る。

手段 　 人権擁護委員と連携し、小・中学校における人権教室や街頭啓発活動などを実施する。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 まちづくり支援課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

82 

事業名  　男女共同参画に向けた意識づくり 番号 138

目的 　 男女共同参画に関する意識改革、環境整備を図ることにより、男女共同参画社会の実現を目指す。

手段
 　男女共同参画に関する市民の意識啓発を図るため、男女共同参画市民情報誌「ゆっパル」の発行や、定住自立圏の構成市町村と連携し、住民へ
の啓発を行う。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 総務課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

330 

事業名  　行政改革の推進 番号 139

目的 　 人口減少が今後も続く中で、自治体が住民サービスを持続的かつ安定的に提供していくために、これまで以上に効率的な行政運営を行う。

手段
 　十和田市行政改革推進本部を設置し、「第４次十和田市行政改革大綱」及び「第４次十和田市行政改革実施計画」に基づく行政改革に取り組む。
 　また、令和７年度を開始とする「第５次十和田市行政改革大綱」及び「第５次十和田市行政改革実施計画」の策定に取り組む。

事業開始年度 令和２年度 担当部署 総務課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

287 

成果指標

人権教室参加者数 601人 900人

成果指標

広報アンケート調査の「身近で男女共同参画が進んでいるか」の回答項目のう
ち、「とても感じる」「まあまあ感じる」と回答した人の割合

未実施 40.0％以上

成果指標

行政改革実施計画の各取組項目の目標達成率 100% 100%
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事業名  　職員の人材育成の推進 番号 140

目的  　人事制度と一体的な人材育成により、効率的な行政運営と住民サービスの向上を推進する。

手段  　職員の能力及び意欲の向上を目指し、計画的かつ継続的な研修を実施する。

事業開始年度 平成19年度 担当部署 総務課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

5,617 

事業名 　 デジタル化推進事業 番号 141

目的 　 地域課題の解決や市民の利便性向上のため、デジタル化の推進を図る。

手段 　 DX推進ビジョンに掲げるアクションプランの実施及び見直しを通じて、更なるデジタル化に取り組む。

事業開始年度 令和４年度 担当部署 情報政策課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

33,027 

事業名  　各種証明書コンビニ交付事業 番号 142

目的 　 各種証明書の交付の機会を増やし、市民の利便性向上を図る。

手段 　 マイナンバーカードを利用したコンビニでの各種証明書の交付及び周知を行う。

事業開始年度 令和４年度 担当部署 市民課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

8,295 

成果指標

人材育成計画に基づく研修受講率
（受講率＝研修受講者数／研修受講決定者数）

※研修受講決定者数は、病休・育休・退職等理由による辞退を除く。

96.2% 100%

成果指標

DX推進ビジョン（アクションプラン）の実施
①LINE公式アカウント友だち登録者数
②書かない窓口利用者アンケートによる満足度
③デジタルデバイド対策講座受講者アンケートによる満足度

　①1,254人
　②未実施
　③4.0

①5,000人
②満足度５段階評価4.5以上
③満足度５段階評価4.5以上

成果指標

各種証明書の交付におけるコンビニ交付利用率
【コンビニ交付枚数／証明書等総枚数】

　　18.0%
【7,398枚　
/41,114枚】

22.0%
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事業名  　ふるさと納税 番号 143

目的  　まちづくりの推進や産業の活性化を図るため、ふるさと納税を促進する。

手段 　 ふるさと納税の増額に向け、複数の納税サイトの活用、新たな返礼品の発掘、納税サイトにおける掲載内容の見直しを行う。

事業開始年度 平成20年度 担当部署 とわだ産品販売戦略課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

64,866 

事業名 　 市税の徴収対策 番号 144

目的 　 市税の適正かつ公平な徴収により、財源確保を図る。

手段
　 地方税共通納税システムを活用したキャッシュレス収納及び取扱金融機関の拡充、口座振替収納、コンビニエンスストア収納等による納税者の利
便性の向上を図るとともに、滞納処分等の徴収対策を行い、収納率の向上に取り組む。

事業開始年度 平成17年度 担当部署 収納課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

19,820 

事業名 　 公共施設の適正管理 番号 145

目的  　公共施設等の更新・統廃合・長寿命化を計画的に行い、最適な配置を実現するとともに、財政負担の軽減・平準化を図る。

手段 　 「十和田市公共施設等総合管理計画」及び「十和田市公共施設個別管理計画第１期実施計画」に基づき、公共施設の適正管理を推進する。

事業開始年度 平成27年度 担当部署 管財課

現状値の推移 目標値

令和５年度
（12月末現在）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

0 

成果指標

ふるさと納税寄附金 101,711千円 140,000千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

成果指標

市税における
①現年度分収納率
②滞納繰越分収納率

①84.4％
②19.8％

①99.0％
②21.0％

成果指標

建築系公共施設の延床面積 260,227㎡ 258,341㎡
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